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社会とともに持続的に発展する企業をめざし、
CSRを推進します。

進化論で有名なチャールズ・ダーウィンは、その著書「種の起源」の中で次のように述べています。

「地球上の生き物はすべて、生き残るチャンスを求めて進化していく。最も強いものや、最も賢いも

のが生き残れるのではない。最も変化に適応したものが生き残る。」

恐竜が滅びたのも環境に適応できなかったためだと言われていますし、時代の変化に対応できない

企業もまた衰退の道をたどります。



商　　　号　ヤマト運輸株式会社
本店所在地　〒104-8125  東京都中央区銀座二丁目16番10号
創　　　業　1919（大正8）年11月29日
設　　　立　1929（昭和4）年4月9日
代　表　者　取締役社長　山崎篤
資　本　金　1,205 億49百万円
社　員　数　121,525名
株　主　数　33,030名

ト運輸分割準備（株）から商号変更）他のグループ各

社が結集する体制となります。これにより、経営のス

ピードを高め、グループ体制をいっそう強化して、さ
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2004年8月26日・27日にかけて、当社は全国54

紙の新聞に「クロネコヤマトは変えません。」という

意見広告を出しました。











当社は、常に「安全第一」を考え、安全運転、安全作業
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モーダルシフトとは、トラック主体であった中長距離の
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当社が導入を加速している低公害車は、走行時の騒音

や振動音も静かであるため、地域環境の保全に有効です。

また、エコドライブは、大気汚染・地球温暖化の防止に

有効であるだけでなく、騒音・振動音の減少にもつなが

るやさしい運転です。当社のセールスドライバーは、通常

走行時には経済速度と等速運転を励行し、急発進や急加

速、空ぶかしをしない、また駐停車時には不要なアイドリ

ングを行わないなど、道路交通騒音を抑制する運転を日

常的に実施しています。





ヤマトオートワークス（株）では、当社の保有する多く
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中部支社
地域の安全情報ネットワークに参加
［浜松主管支店］では、浜松市内で発生

した犯罪・交通事故に関する情報提供

などについて、所轄の警察署と覚書を

交わし相互協力を約束しました。

警察から送信された事件手配書を各ド

ライバーに転送、業務中に認知した情

報があれば提供するシステムで、安全







2005年3月に終了した、
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